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第 2 章　南小泉遺跡の調査

写真図版 2　第 77 次調査（2）

写真図版 3　第 77 次調査出土遺物

１.　SX １全景（北から）

３.　SE １全景（北から）

２.　SX １断面（南から）

４.　SE １断面（北から）
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第 2 章　南小泉遺跡の調査

第 3 節　第 78 次調査
1．調査要項
遺　跡　名　　南小泉遺跡（宮城県遺跡登録番号 01021）

調 査 地 点　　仙台市若林区遠見塚一丁目 254 － 1 の一部（7号地）

調 査 期 間　　平成27年1月7日（水）～1月8日（木）

調査対象面積　　建築面積 69.97㎡

調 査 面 積　　12.0㎡

調 査 原 因　　個人住宅建築工事

調 査 主 体　　仙台市教育委員会

調 査 担 当　　仙台市教育局生涯学習部文化財課調査調整係

担 当 職 員　　文化財教諭　千葉　悟　早坂純一

2．調査に至る経過と調査方法
　今回の調査は、平成 26 年 12 月 1 日付で申請者より提出された「埋蔵文化財発掘の届出について」( 平成 26 年

12 月 2 日付 H26 教生文第 106 － 322 号で回答 ) に基づき実施した。調査は、平成 27 年 1 月 7 日に着手した。対象

地は南小泉遺跡の中央部、遠見塚古墳の南側にあたる。調査は、建物範囲内に調査区を設定し、重機を用いて、砕

石層および基本層Ⅰ層を掘削し、基本層Ⅱ層上面で遺構確認を行った。その結果、溝跡 2条、ピット 1基、土坑 2

基を確認した。適宜、平面図および断面図を作製し、デジタルカメラを用いて記録写真を撮影した。調査区の埋め

第67次

第78次

1/2,500
0 100m50

第 6 図　第 78 次調査区位置図
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第 2 章　南小泉遺跡の調査

戻しを 1月 8日に行い、今回の調査を終了した。

3．基本層序
　調査区内の盛土厚（砕石層）は約 0.8mであり、その下に基本層を大別 2層

確認した。

Ⅰ層：暗褐色（10YR3/4）を呈するシルトである。遺物の小片を含む。

Ⅱ層：黄褐色（10YR5/8）を呈するシルトである。基盤層。上面は今回の遺

構検出面である。

4．発見遺構と出土遺物
　Ⅱ層上面で溝跡 2条、土坑 2基、ピット 1基を確認した。遺物は、遺構より土師器、弥生土器、石器、石製品な

どが出土した。特に SD2 溝跡より比較的まとまった遺物が出土した。

（1）溝跡

SD1 溝跡

　調査区南端で部分的に確認した。東西に伸びる溝跡である。上端幅は、確認範囲で約 50cm である。深さは約

50cm以上である。堆積土は 1層 ( 暗褐色シルト 10YR3/3) である。遺物は土師器片の他、陶器（写真図版 5-9）が

出土した。小片であり詳細は不明であるが、小野相馬産の鉄釉土瓶と考えられ、年代は 18 世紀代の可能性が考え

られる。

第 8 図　第 78 次調査区平面図・断面図

第 7 図　第 78 次調査区設定図

層位 色調 土質 備考
Ⅰ 10YR3/4 暗褐色 シルト
Ⅱ 10YR5/8 黄褐色 シルト
1 10YR2/1 黒色 粘土
1 10YR3/3 暗褐色 シルト
1 10YR3/3 暗褐色 シルト
1 10YR3/3 暗褐色 シルト

基本土層

SK1
SK2
SD1
SD2
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第 2 章　南小泉遺跡の調査

第 9 図　第 78 次調査出土遺物

掲載…
番号

写真…
図版

登録…
番号

出土…
遺構

出土…
層位 種別 器種 残存 法量（cm） 調　　整 特徴・備考器高 口径 器高 外面 内面

1 5-1 C-1 SD2 非ロクロ土師器 高坏 口～体1/5 （3.5） （17.0） ― ヨコナデ→ヘラミガキ ヨコナデのちヘラミガキ マメツ
2 5-2 C-2 SD2 非ロクロ土師器 坏 1/3 （4.6） （17.8） ― ヨコナデ ヘラナデ ヘラナデのちヘラミガキ
3 5-3 C-3 SD2 非ロクロ土師器 坏 2/3 5.3 （14.0） 2.0 ヘラミガキ マメツ ヘラナデ ヘラミガキ マメツ 赤褐色粒子 被熱赤変
4 5-4 C-4 SD2 非ロクロ土師器 坏 1/2 5.1 （14.0） 2.4 ヨコナデ ヘラミガキ ヨコナデ ヘラミガキ マメツ 剝落
5 5-5 C-5 SD2 非ロクロ土師器 甕 口～体 1/4 （10.0） （14.0） ― ヨコナデ ヘラナデ 口縁部 : ヨコナデ 体部 : ヘラナデ
6 5-6 C-6 SD2 非ロクロ土師器 甑 下半部 1/3 ？ （19.2） ― 8.0 ヘラミガキ マメツ ヘラナデ ヘラミガキ マメツ 
― 5-7 C-7 SD2 非ロクロ土師器 高坏 脚部破片 ― ― ― 　 横位ヘラケズリ
― 5-8 C-8 SD2 非ロクロ土師器 高坏 脚部破片 ― ― ― ヘラミガキ
8 5-9 B-1 弥生土器 甕 体部破片 （4.1） ― ― 撚糸文 ナデ

長さ 幅 厚さ 特徴・備考
7 5-11 K-1 SD2 石製品 有孔砥石 （3.2） 2.6 2.3 穿孔 1あり 凝灰岩 砥面 5面 溝状の砥ぎ面 重さ 12.7g
9 5-12 K-2 SD2 石器 剝片 4.2 4.6 1.4 流紋岩 打点明瞭 バルブ発達 重さ 18.9g
10 5-13 K-3 SK2 石器 スクレイパー 6.2 3.8 1.6 流紋岩 打点明瞭 バルブ発達 重さ 39.7g
― 5-10 I-1 SD2 陶器 土瓶？ 注口部破片 ― ― ― 小野相馬？ 注口部内側孔 1ケ 鉄釉 18C ？
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第 2 章　南小泉遺跡の調査

SD2 溝跡

　調査区北側で確認した。西側で SK1 土杭に切られる。東西方向から北へ折れ、調査区外へ延びる。上端幅は 30

～ 60cmである。断面形は逆台形を呈する。堆積土は 1層 ( 暗褐色シルト 10YR3/3) である。

遺物は、土師器坏（第 9図 2～ 4）・高坏（第 9図 1、写真図版 5-7・8）・甕（第 9図 5）・甑（第 9図 6）、弥生土器

甕（第 9図 8）、砥石（第 9図 7）、スクレイパー（第 9図 10）、剥片（第 9図 9）が出土した。遺構の時期は、土師

器坏や高坏の特徴から、古墳時代中期（南小泉式期）と考えられる。石器の時期は、弥生時代の可能性がある。

（2）土坑

SK1 土坑

　調査区北側で南半部のみを確認した。全体の平面形は不明である。SD2 溝跡を切る。東西幅は 80cm、深さは

20cmである。断面形は皿状を呈する。堆積土は 1層（黒色粘土 10YR2/1）である。遺物は土師器片が出土した。

SK2 土坑

　調査区西側で検出した。平面形は隅丸長方形で、断面形は逆台形を呈する。規模は 50 × 40cm で、深さは約

30cmである。堆積土は 1層（暗褐色シルト 10YR3/3）である。遺物は土師器片の他、流紋岩製のスクレイパーが

出土した。石器の時期は、弥生時代の可能性がある。

（3）ピット

　トレンチ北西部で 1基検出した。径は 20cm、断面形はU字形を呈する。深さは 15cmである。堆積土は 1層（暗

褐色シルト 10YR3/3）である。遺物の出土はない。

５．まとめ
　調査地点は遺跡の中央部、遠見塚古墳の南側に位置する。調査では、溝跡 2条、土坑 2基、ピット 1基を検出し

た。隣接する第 67 次調査では、古墳時代中期（南小泉式期）から後期（住社式期）にかけての竪穴住居跡が 21 軒

検出されているが、今回の調査では竪穴住居跡は検出されなかった。遺構の時期は、SD2 構跡が古墳時代中期と

みられる他は不明である。

参考文献

仙台市教育委員会　　2014　『南小泉遺跡　第 67 次発掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書第 419 集
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第 2 章　南小泉遺跡の調査

写真図版 4　第 78 次調査

１.　調査区全景（東から）

３.　SD2 断面（西から）

５.　SK1 全景・断面（南から）

２.　西壁断面（東から）

４.　SD1 全景（東から）

６.　SK2 断面（東から）
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第 2 章　南小泉遺跡の調査

写真図版 5　第 78 次調査出土遺物
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第 3 章　大野田古墳群の調査

第 3 章　大野田古墳群の調査

第 1 節　遺跡の概要

　大野田古墳群は、仙台市太白区大野田に所在する。地下鉄南北線富沢駅の東側に位置し、東西約 600m、南北

400mの広がりを有する。遺跡は、名取川下流左岸の標高 10 ～ 12mの自然堤防上に立地しており、これまでに古

墳時代中期から後期にかけての 45 基の古墳の存在が確認されている。多くの古墳に埴輪が伴っており、東北地方

で最も埴輪樹立古墳が多い特異な古墳群であるとされている（藤沢 2013）。このほか、木棺墓や竪穴住居跡など、

縄文時代および古墳時代から中世にかけての各時期の遺構や遺物が発見されている。

　周辺は縄文時代から中世にかけて濃密な遺跡分布を示す。縄文時代では、北東に隣接する大野田遺跡で後期の祭

祀に関連した遺構・遺物がみつかり、南西の伊古田B遺跡では同じく後期の土偶を含む多量の遺物が出土している。

古代には、溝により囲繞された中に並ぶ大型の掘立柱建物跡群が検出された大野田官衙遺跡が造営される。中世で

は、東側の王ノ壇遺跡で、「奥大道」と推定される幹線道路に面して、区画溝に囲まれた屋敷地や宗教関連遺構が

確認されている。

第 2 節　第 23 次調査
1．調査要項
遺　跡　名　　大野田古墳群（01361）

調 査 地 点　　仙台市太白区富沢駅周辺

　　　　　　　　土地区画整理地内 31B9，10L

調 査 期 間　　平成 27 年 12 月 17 日

　　　　　　　　～平成 27 年 12 月 18 日

調査対象面積　　建築面積 66.29㎡

調 査 面 積　　12㎡

調 査 原 因　　個人住宅建築工事

調 査 主 体　　仙台市教育委員会

調 査 担 当　　仙台市教育局生涯学習部

　　　　　　　　文化財課調査調整係

担 当 職 員　　文化財教諭　笹原　惇

　　　　　　　　文化財教諭　佐藤慶一　

2．調査に至る経過と調査方法
　今回の調査は，平成 27 年 11 月 19 日付で申請

者より提出された「埋蔵文化財発掘の届出につい

て」（平成 27 年 11 月 27 日付 H27 教生文第 101-

497 号で通知）に基づき、平成 27 年 12 月 17 日、

18 日に実施した。調査区は、対象地内に設定し

た 3× 4ｍのトレンチ１箇所である。重機により盛土および基本層Ⅳ層を除去し、GL-1.3m で遺構検出作業を行っ

たが、遺構プランが不明瞭であった。そのため、さらに調査区東壁、西壁、北壁でGL-1.6m まで側溝掘削した結果、
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番号 遺跡名 種別 立地 時代
1 大野田古墳群 円墳 自然堤防 古墳
2 春日社古墳 円墳 自然堤防 古墳
3 鳥居塚古墳 前方後円墳 自然堤防 古墳
4 泉崎浦遺跡 集落跡・水田跡 自然堤防・

後背湿地 縄文～平安・近世
5 富沢遺跡 包含地・水田跡 後背湿地 後期旧石器～近世
6 山口遺跡 集落跡・水田跡 自然堤防・

後背湿地 縄文～中世
7 下ノ内浦遺跡 集落跡・水田跡 自然堤防 縄文～中世
8 袋東遺跡 散布地 自然堤防 古墳～平安
9 元袋遺跡 集落跡・水田跡 自然堤防 弥生・古代～近世
10 六反田遺跡 集落跡 自然堤防 縄文～古代・近世
11 大野田官衙遺跡 集落跡・官衙跡 自然堤防 縄文～中世
12 大野田遺跡 祭祀・集落跡 自然堤防 縄文～古代
13 富沢館跡 城館跡 自然堤防 中世
14 鍛冶屋敷前遺跡 集落跡 自然堤防 縄文・平安
15 下ノ内遺跡 集落跡 自然堤防 縄文～中世
16 伊古田遺跡 集落跡 自然堤防 縄文・古墳～古代
17 王ノ壇遺跡 集落跡・屋敷跡 自然堤防 縄文～中世
18 伊古田 B遺跡 集落跡・水田跡 自然堤防 古墳～古代
19 皿屋敷遺跡 集落跡・屋敷跡 自然堤防 古代～中世

第 10 図　大野田古墳群の位置と周辺の遺跡
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今回調査区

大野田古墳群
３Ｄ区 25号墳

想定範囲

1/800
0 40m20

第 3章　大野田古墳群の調査

調査区の大部分が大野田 25 号墳の周溝の中に入っていることが確認でき

た。なお、調査区北壁でピット 1基も確認している。平面図（1/40）、断

面図（1/20、調査区北壁、西壁の 2か所）を作製し、記録写真はデジタル

カメラにより撮影した。重機にて複数回の締め固めをしながら埋戻しを行

い、すべての調査を終了した。

3．基本層序
　調査区内の盛土厚は 1.2m程度であり、その下に基本層を 2層確認した。

なお、今回の調査で確認した基本層は、富沢駅周辺土地区画整理事業に伴

う発掘調査で用いられた基本層序に対応させている。

Ⅳ層：10YR3/3 暗褐色粘土質シルト。マンガン粒を多量に含む。酸化鉄

をごくわずかに含む。

Ⅴ層：10YR4/4 褐色粘土質シルト。今回の遺構検出面である。

4．発見遺構と出土遺物
　今回の調査では、大野田 25 号墳の周溝とピット 1基を検出した。遺物は、古墳周溝から埴輪片が少量出土した。

（1）大野田 25 号墳周溝

　側溝底面で南西から北東に延びる周溝の一部を検出した。検出長は約 2mである。堆積土は 2層確認された。遺

物は周溝堆積土から埴輪片が出土したが、小片であるため掲載していない。

第 11 図　第 23 次調査区位置図

第 12 図　第 23 次調査区設定図
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第 3 章　大野田古墳群の調査

（2）ピット

　調査区北壁で 1基を検出した。径 0.3m、深さ 0.2m以上である。堆積土は 10YR3/2 黒褐色粘土質シルトである。

遺物は出土していない。

５．まとめ
　今回の調査では大野田 25 号墳の周溝とピット 1基を検出した。この調査成果に基づき推定される大野田 25 号墳

の直径は、周溝外側で約 17 ｍである。遺物は、周溝堆積土から埴輪片がごく少量出土した。古墳の年代は 5世紀

後半から 6世紀前半と考えられる。

参考文献：藤沢敦　2013「東北の古墳と葬送」『講座東北の歴史第 6巻生と死』清文堂

第 13 図　第 23 次調査区平面図・断面図

層位 色調 土質 備考
Ⅳ 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト マンガン粒を多量、酸化鉄粒を微量含む
Ⅴ 10YR4/4 褐色 粘土質シルト
1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト マンガン粒を多量含む
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 褐色粘土質シルト中～大ブロックを少量含む
1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト

基本土層

大野田 25 号墳周溝

P1
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第 3 章　大野田古墳群の調査

写真図版 6　第 23 次調査

1.　調査区全景（北から）

2.　調査区西壁（東から）

3.　調査区北壁（南から）
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第 4 章　郡山遺跡の調査

第 14 図　郡山遺跡調査区位置図

遺跡名・調査次数 調査地区 調査面積 調査期間 調査原因 対　応
郡山遺跡　第 256 次 郡山遺跡南西部 21.3㎡ 平成27年3月3日～3月12日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査
郡山遺跡　第 257 次 Ⅱ期官衙西部 26.0㎡ 平成27年03月18日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査
郡山遺跡　第 258 次 Ⅱ期官衙西部 36.0㎡ 平成27年8月24日～9月16日 道路延長工事 開発に伴う事前調査
郡山遺跡　第 259 次 Ⅱ期官衙南東部 17.0㎡ 平成27年10月21日～10月22日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査
郡山遺跡　第 260 次 郡山遺跡南東部 216.84㎡ 平成27年11月24日～12月19日 宅地造成 開発に伴う事前調査 ( 確認調査 )
郡山遺跡　第 261 次 Ⅱ期官衙南東部 20.0㎡ 平成28年1月6日～1月8日 倉庫建築 開発に伴う事前調査
郡山遺跡　第 262 次 Ⅱ期官衙北東部 10.75㎡ 平成28年1月27日～2月2日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査



第 5 章　総括
Ⅰ．南小泉遺跡第 77 次調査
　調査地点は南小泉遺跡の西部に位置する。今回の調査では、井戸跡 1基、性格不明遺構 1基、ピット 3基を検出

した。遺構の年代については、SX1 性格不明遺構が古墳時代中期以降、SE1 井戸跡が中世以降であると考えられる。

Ⅱ．南小泉遺跡第 78 次調査
　調査地点は遺跡の中央部、遠見塚古墳の南側に位置する。調査では、溝跡 2条、土坑 2基、ピット 1基を検出し

た。隣接する第 67 次調査では、古墳時代中期（南小泉式期）から後期（住社式期）にかけての竪穴住居跡が 21 軒

検出されているが、今回の調査で竪穴住居跡は検出されなかった。遺構の時期は、SD2 構跡が古墳時代中期とみ

られる他は不明である。

Ⅲ．大野田古墳群第 23 次調査
　大野田 25 号墳の周溝とピット 1基を検出した。この調査成果に基づき推定される大野田 25 号墳の直径は、周溝

外側で約 17 ｍである。遺物は，周溝堆積土から埴輪片がごく少量出土した。古墳の年代は 5世紀後半から 6世紀

前半と考えられる。

Ⅳ．郡山遺跡
　郡山遺跡においては、今年度 5件の個人住宅の建築等に伴う発掘調査を実施した。詳細については、平成 26 年

度の報告書（仙台市文化財調査報告書第 438 集「郡山遺跡 35」）に掲載できなかった 2件を含め、仙台市文化財調

査報告書第 450 集「郡山遺跡 36」に記載している。
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所収遺跡名
所在地 コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因市町村 遺跡番号
種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

要約

南小泉遺跡
（77 次）

仙台市若林区南小泉四丁目 4100 01372 38°14’ 19” 140°54’ 14” ‘2014.12.2’2014.12.4 16㎡ 記録保存
（個人住宅建築）

集落跡・屋敷跡 弥生～近世 井戸跡・性格不明遺構 陶器・磁器
井戸跡、性格不明遺構、ピット 3基を検出した。井戸跡から中世陶器が、性格不明遺構から土師器が出土した。

南小泉遺跡
（78 次）

仙台市若林区遠見塚一丁目 4100 01021 38°14’ 15” 140°54’ 47” ‘2015.1.7’
2015.1.8 12㎡ 記録保存

（個人住宅建築）
集落跡・屋敷跡 弥生～近世 溝跡・土坑 土師器・石器

溝跡 2条、土坑 2基、ピット 1基を検出した。遺物は土師器、石器が出土した。

大野田古墳群
（23 次）

仙台市太白区富沢駅…
周辺土地区画整理地内 4100 01361 38°12’ 49” 140°52’ 35” ‘2015.12.17’2015.12.18 12㎡ 記録保存

（個人住宅建築）
古墳 古墳 古墳（25 号墳） 埴輪

大野田 25 号墳の周溝の一部とピット 1基を検出した。遺物は埴輪片がごく少量出土した。
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